
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

団体の活動、セールスポイント  

 

●安心感と信頼感のある地域づくり 

県内の子どもの心の居場所を提供すると共

に、コミュニケーション力を高める事業を通し

て、安心感と信頼感のある地域づくりを進める

ことにより、子どもの豊かな成長に寄与するこ

とを目的として活動しています。 

 

特定非営利活動法人ほっと・すぺーす２１ 
 理事長 周藤八重子 
〒690-0044松江市浜乃木三丁目７番４３号 

tel 090-8066-5183 

fax 0852-25-4450 

mail tamanosuke@purple.plala.or.jp 

hp  http://www8.plala.or.jp/hotspace21/ 

特定非営利活動法人 ほっと・すぺーす２１ 

団体から寄附者への PR 

平成18年度より開設している「子どもほっとラインもしもしにゃんこ」（県内の18歳までの子どものための

電話）には年間約 1.500本のアクセスがあり、スタッフはボランティアであたっています。この電話から子ど

ものコミュニケーション力低下や自己肯定感の低さなど感じ、また。過去２回実施の「パパママほっとライ

ン」でも同じようなおとなの姿が見え、そこで、コミュニケーションの力を養うために「人と関わることを楽しく

体感する講座」を平成 19 年度から、また自分らしく生きる大切さを伝える「子どもの権利を学ぶ講座」を

平成 24 年度から県内各地で実施しています。事業を通じ子どもと地域に笑顔を届け、安心感と信頼感

のある地域づくりを進め、子育ち・子育て環境をより良くしたいと思っています。 

寄附を受けて取 り組みたい事業  

これまでに寄附 を活用 して実施 し

た事業  

●コミュニケーションワークショップ講座＆子ども

の権利ワークショップ講座 

子どもとおとなが共にかかわりあう楽しさを体

感する「忍者、参上！」、高齢者のための「いず

みこんこんわくわく座」など全世代を対象にした゛

コミュニケーションワークショップ講座゛、子どもが

自分らしくシアワセに生きる権利を考える小学生

からおとなのための「子どもの権利ワークショップ

講座」を、島根県の全地域でくまなく今後も実施

したいと思っています。 

団体の目標  

 

●事務所確保 

  いつでも集え「もしもしにゃんこ」もできる場

を確保したい。 

●スタッフ確保 

資金を豊かにし、平日動けるスタッフを複

数確保したい。 

●自己財源確保 

会員・賛同者の多数確保や出前講座の講

師等により、自己財源の安定化をはかり事業

を展開したい。 

子どもと地域に 

笑顔とシアワセを 

届けたい 


